
 

  
 

       

第
百
七
十
七
回
国
会
に
お
け
る
与
謝
野
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
の

経
済
演
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平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
四
日 



 
 
一 

 

一
．
は
じ
め
に 

経
済
財
政
政
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
と
し
て
、
そ
の
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

二
．
経
済
財
政
政
策
の
基
本
姿
勢 

二
年
余
り
前
に
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
世
界
は
金
融
・
経
済
危
機
に
陥
り
、
日
本
経
済
も

景
気
・
雇
用
の
大
幅
な
悪
化
を
経
験
し
ま
し
た
。
世
界
経
済
は
今
、
各
国
の
政
策
努
力
に
も
支
え
ら
れ
、
緩
や
か
に
回
復
し

て
お
り
ま
す
が
、
依
然
、
信
用
収
縮
の
継
続
な
ど
大
き
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
新
興
国
が
躍
進
し
、

広
域
の
経
済
連
携
の
動
き
が
強
ま
る
な
ど
、
新
た
な
動
き
も
見
出
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
こ
う
し
た
世
界
経
済
の
新
た
な
動
き

の
中
に
最
大
限
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
、
一
方
で
、
日
本
経
済
に
影
響
し
う
る
リ
ス
ク
を
最
小
化
し
つ
つ
、
我
が
国
が
直
面
す

る
長
期
の
構
造
問
題
に
、
正
面
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

三
．
景
気
回
復
と
雇
用
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組 

第
一
に
、
景
気
回
復
と
雇
用
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

我
が
国
の
景
気
は
、
昨
年
秋
頃
か
ら
足
踏
み
状
態
に
あ
り
、
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
。 

政
府
は
、
昨
年
九
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
実
現
に
向
け
た
３
段
構
え
の
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、
経
済
危
機

対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
を
活
用
し
た
「
ス
テ
ッ
プ
１
」
、
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
「
ス
テ
ッ
プ
２
」
を
実



 
 
二 

 

行
に
移
し
、
景
気
・
雇
用
の
下
支
え
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
済
対
策
が
、
早
期
か
つ
最
大
の
効
果
を
発
揮

す
る
よ
う
、
各
府
省
の
副
大
臣
・
政
務
官
級
で
構
成
す
る
「
景
気
対
応
検
討
チ
ー
ム
」
を
活
用
し
、
徹
底
し
た
進
捗
管
理
を

図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
景
気
の
き
め
細
か
な
実
情
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
「
成
長
と
雇
用
」
に
重
点
を
置
い
た
平
成
二
十
三
年
度
の
予
算
・
税
制
等
か
ら
な
る
「
ス
テ
ッ
プ
３
」
に
「
切

れ
目
な
く
」
つ
な
ぎ
、
雇
用
を
起
点
と
し
た
経
済
成
長
の
実
現
を
確
か
な
も
の
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
新
成
長
戦
略
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
平
成
二
十
三
年
度
中
に
消
費
者
物
価
上
昇
率
を
プ
ラ
ス
に
し
、

そ
の
後
、
速
や
か
に
安
定
的
な
物
価
上
昇
を
実
現
し
、
デ
フ
レ
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
銀
行
に
対
し
て
は
、
早
期
の
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
、
引
き
続
き
、
政
府
と
緊
密
な
情
報
交
換
・
連
携
を
保
ち

つ
つ
、
適
切
か
つ
機
動
的
な
金
融
政
策
の
運
営
に
よ
っ
て
経
済
を
下
支
え
す
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。 

世
界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
組
を
通
じ
て
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
民

間
需
要
に
波
及
す
る
動
き
が
徐
々
に
強
ま
る
こ
と
か
ら
、
景
気
は
持
ち
直
し
て
い
き
、
平
成
二
十
三
年
度
の
実
質
経
済
成
長

率
は
一
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 四
．
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組 

第
二
に
、
我
が
国
経
済
の
閉
塞
状
況
を
打
ち
破
り
、
元
気
な
日
本
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 



 
 
三 

 

政
府
は
、
新
成
長
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
二
十
三
年
度
予
算
、
法
人
実
効
税
率
五
パ
ー
セ
ン

ト
引
下
げ
な
ど
を
含
む
税
制
改
正
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
早
期
に
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
経
済
活
性
化
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
年
平
均
で
名
目
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
実
質
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回

る
成
長
を
目
指
し
ま
す
。 

日
本
経
済
の
本
質
的
な
力
を
強
く
す
る
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
と
そ
の
発
揮
の
た
め
の
経
済
政
策
が
重
要

で
す
。
中
長
期
的
に
人
口
減
少
・
高
齢
化
か
ら
強
ま
っ
て
い
く
供
給
面
か
ら
の
成
長
制
約
に
備
え
る
た
め
、
科
学
技
術
、
教

育
・
人
材
育
成
な
ど
、
効
果
の
発
現
ま
で
に
相
当
の
リ
ー
ド
・
タ
イ
ム
を
必
要
と
す
る
成
長
基
盤
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
今
年
三
月
ま
で
に
、
新
成
長
戦
略
の
実
現
に
資
す
る
規
制
・
制
度
改
革
の
方
針
を
策
定
す
る
な
ど
各
般
に
わ

た
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

経
済
活
性
化
は
、
諸
外
国
と
の
開
か
れ
た
経
済
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
促
進
さ
れ
ま
す
。
昨
年
十

一
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
主
要
貿
易
国
と
の
間
で
、
世
界
の
潮
流
か

ら
見
て
遜
色
の
な
い
高
い
レ
ベ
ル
の
経
済
連
携
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
競
争
力
強
化
等
の
抜
本
的
な
国
内
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 五
．
社
会
保
障
、
財
政
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に
向
け
た
取
組 

第
三
に
、
経
済
活
性
化
と
社
会
保
障
改
革
、
財
政
健
全
化
は
相
互
に
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
の
確



 
 
四 

 

保
に
向
け
て
一
体
的
に
取
り
組
み
、
国
民
が
日
本
の
将
来
に
対
す
る
確
固
た
る
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
国
民
各
層
の
御
理
解

を
い
た
だ
き
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
英
知
を
集
め
、
内
閣
と
与
党
が
ま
と
め
た
社
会
保
障
改
革
の
五
つ
の
基
本
原
則

を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
六
月
ま
で
に
社
会
保
障
改
革
の
全
体
像
と
と
も
に
、
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の

消
費
税
を
含
む
税
制
抜
本
改
革
の
姿
を
お
示
し
し
ま
す
。
社
会
保
障
の
綻
び
を
ど
う
是
正
し
、
そ
の
一
方
で
、
社
会
保
障
の

機
能
を
ど
う
強
化
す
る
か
、
ま
た
経
済
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
を
検
討
し
、
国
民
の
安
心
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
「
財
政
運
営
戦
略
」
に
お
い
て
定
め
た
「
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
」
の
下
、
平
成
二
十

三
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
基
礎
的
財
政
収
支
対
象
経
費
は
、
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
の
規
模
で
あ
る
約
七
十
一
兆
円

を
上
回
ら
な
い
も
の
と
し
、
新
規
国
債
発
行
額
に
つ
い
て
も
約
四
十
四
兆
円
と
本
年
度
と
同
水
準
以
下
に
抑
制
い
た
し
ま
し

た
。
財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
に
つ
い
て
は
、
経
済
財
政
の
見
通
し
や
展
望
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
進
捗
状
況
等
を
検
証
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
税
収
を
超
え
る
財
源
が
国
債
発
行
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
現
在
の
財
政
状
況
を
こ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
く
と
、
将
来
、
長
期
金
利
の
上
昇
や
債
務
残
高
比
率
の
発
散
が
生
じ
、
日
本
に
対
す
る
国
際
的
な
信
認
も
失
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

今
後
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
成
長
の
実
現
を
確
か
な
も
の
と
し
つ
つ
、
財
政
健
全
化
と
社
会
保
障
改
革
の
達
成
に
向
け
、

一
歩
一
歩
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 



 
 
五 

 

 

六
．
む
す
び 

私
の
政
治
家
と
し
て
の
原
点
は
、
「
日
本
の
豊
か
さ
を
失
い
た
く
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
次
世
代
へ
の

責
任
を
最
も
重
視
す
る
政
治
で
す
。
国
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
、
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め

に
も
、
日
本
経
済
は
休
む
こ
と
な
く
前
進
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
景
気
回
復
と
自
律
的
な
経
済
成
長
の
実
現
、
社

会
保
障
改
革
、
税
制
改
革
、
財
政
健
全
化
な
ど
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る
諸
課
題
に
対
し
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

国
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
、
所
信
の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。 

 


